
全国中小企業団体中央会の就職氷河期世代への支援について

【２．森会長の会議等における発言】

・政府の氷河期世代の採用強化は中小企業にとって人材
獲得のチャンス

・中小企業は社員同士の距離感が近く、入社後に困って
も手を差し伸べやすい

・政府は氷河期世代の能力開発に取り組む団体・企業に
積極的な支援を

・中小企業組合の中には、
企業と求職者をつなぐマッチングをする企業組合や、
後継者の養成機関を併設している事業協同組合が活躍

・市町村単位で求職者の実数を把握し、中小企業とのマッ
マッチングの推進を期待

【１．主な広報活動】

・長谷川副会長が官邸にて「第１回就職氷河期世代支援
援の推進に向けた全国プラットフォーム」の意見陳述
と首相官邸ＨＰのURLを会員企業に周知（本会ＨＰ、
メールマガジン、機関紙等にて広報）
https://www.chuokai.or.jp/hotinfo/teigen191126syu
shokuhyougaki.html（本会HP）

・「共同通信社」取材を通じた地方新聞掲載約１０紙
（下記は中部新聞）

【３．今年度の基本活動方針(抜粋)に位置づけ】

１～３．(略)
４．働き方改革推進と労働・雇用関係制度への対応

昨年４月に働き方改革関連法が施行され、(中略)さらには
「新たな高年齢者雇用制度」「就職氷河期世代支援」等に対応
する必要があり、関係法令・ガイドライン、解釈通達を周知し
ていくとともに、厚生労働省、独立行政法人高齢・障害・求職
者雇用支援機構（JEED）、外国人技能実習機構などの関係機関
と連携・協力して、国の労働関係支援施策を周知し、活用を促
進する。

企業組合We need 上記方針を理事会等諸会議において都道府県中央会・会員団体等に広報
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